
第９回 菊川かわまちづくり協議会を開催しました！！

組織 所属・役職

地域 菊川市連合自治会 会長

民間事業者
菊川市観光協会 会長

菊川市体育協会 会長

静岡県 袋井土木事務所 次長

菊川市 副市長

国土交通省 浜松河川国道事務所 副所長（河川）【協議会事務局】

・菊川市建設経済部建設課 ・浜松河川国道事務所

【協議会の様子】

【議事概要】

●菊川の水辺利活用、活動体制に関するアンケート結果について
・菊川の水辺利活用に関する課題やニーズ、今後の活動意向を把握するた
め、過年度社会実験に参画いただいた団体・企業を対象に行ったアンケー
ト結果について報告した。

・３者の企業・団体が、エリアマネジメント組織としての活動意向があったこ
とについて報告した。

●エリアマネジメント組織の活動体制・役割について
・今後始動するエリアマネジメント組織の活動内容について承認された。

●社会実験応募状況について
・応募があった、菊川市観光協会による「菊川桜マルシェ」について、令和４

年３月に社会実験として募集・実施することが承認された。

●社会実験の募集・実施期間延長、今後の予定について
・これまで募集・実施していた社会実験について、令和５年３月末まで引き

続き募集・実施することが承認された。

【日時】令和４年３月１1日（金）13:30～14:30

【場所】菊川市役所

【内容】 １）菊川の水辺利活用に関するアンケート結果について
２）菊川水辺での活動体制に関するアンケート結果について
３）エリアマネジメント組織※の活動体制・役割について
４）社会実験の応募状況について
5）社会実験の実施期間延長・今後の予定について

菊川市では菊川の水辺空間を活かしたまちづくりを進めています。カフェ等の営利行為も含めた菊川の水辺を活用するため、平成29
年度から社会実験を募集・実施しています。菊川の利活用を更に促進していくため、第９回菊川かわまちづくり協議会を開催しました。

【参加者】

※ 菊川の活動の関係者には、菊川市、菊川かわまちづくり協議

会、各団体がいますが、協議会や各団体をつなぐ組織がなく、

地域の活動ニーズが、菊川での活動に結び付きづらいという

課題がありました。そのため、協議会や各団体の連携強化を

図るエリアマネジメント組織が立ち上がりました。活動主体と

なり水辺での活動を行う他、地域住民等からの相談に対応し

ます。また、社会実験の周知を行い、菊川の利活用を促進しま

す。

【今年度の活動内容と今後の動き】今後の活動体制について、期待
する声が多数寄せられました！
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